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政

之

雲
門

文
侮

(
八
六
四
-
九

四
九
)

の
語
録
を
大
成
し
た

『
雲
門
匡
真
禅
師
広

録
』

(
以
下

「
広
録
」
)
三
巻

の
成
立
展
開
増
補
等

の
問
題

に
関
し

て
は
、

す
で

に
曹

洞
宗
宗
学
研
究
所

の
刊
行

に
な

る

『
宗
学
研
究
』
第
十
三
号
に
お

い
て
弱

干
の
私
見
を
述

べ
て
み
た

の
で
あ
る
が
、

そ
れ
に
よ
れ
ば
雲
門

の
語
録
は
、

没

後
さ
ほ
ど
の
期
間
を
経
ず
し

て
、
門
人
守

堅

(
守

賢
?
)

に

よ

つ
て
編

集

さ

れ
、
少

な
く
と
も

一
〇
七
六
年
に
至

つ
て
円
覚

宗
演
に
よ

つ
て
校
勘
さ
れ
る
時

点

で
は
、
す
で
に
現
行

の

「
広
録
」

の
如
き
、
大

部

の
も
の
に
な

つ
て
い
た
と

思
わ
れ
る
。
し
か
る
に

一
一
〇
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
睦
庵
善
卿

に
よ
る

『
祖
庭

事
苑
』

の
雲
門

の
語
録

へ
の
註
釈
を
検
訂
し

て
み
る
と
、
善
卿

の
み

て
い
た
雲

門

の
語
録
が
、

は
た
し
て
宗

演
校
勘

の

「
広
録
」
で
あ

つ
た
か
ど
う
か
と

い
う

疑
問
ー

す
な
わ
ち
、
時
代
的
に
は
疑
い
も
な
く
、
宗
演
校
勘
の

「広
録
」
を

み

て
い
た
は
ず

で
あ

る
が
、

し
か
し
そ
れ
は
、
宗
演
校
勘

「
広
録
」
と
は
別

の

雲
門

の
語
録
、
あ

る
い
は
そ
れ
は
守

堅
編
集
に
な
る
雲
門

の
語
録

で
あ

つ
た

つ

た
か
ー
も
生
じ
る
。

そ
こ
で
、

こ
の
小
論

で
は
、

宗
演
の
校
勘

に
な
る
以
前

の

雲
門

の
語
録
と
、
『
祖

堂
集
』

巻
十

一
の
雲
門

の
語
と

の
関
係

に

つ
い

て
考

え

て
み
よ
う
。

す
な
わ
ち
、
す

で
に
論

じ
た
よ
う
に
、

九
五
八
年
に
成
立

し
た
、
南
漢
集
賢

殿
学
士
・
雷
岳
に
よ
る
『雲
門
山
光
泰
禅
院
故
匡
真
大
師
実
性
碑
』
(常
盤
大
定

『支
那
仏
教
史
蹟
記
念
集
評
解
』
所
収
)
に
あ
つ
て

「別
有
言
句
。
録
行
於

世
」

と
す
る
点
か
ら
考
え
て
み
て
も
、

す
で
に

こ
の
時
点
に
あ

つ
て
、
雲
門
の

語
録

と
さ

れ
る
も

の
が
成
立
し
て

い
た

こ
と
が
知
り
う
る

の
で
あ
り
、

こ
の
よ

う

に
考
え

て
み
た
場
合
、

守
堅
編
集
に
な
る
雲

門

の
語
録
と
、

九
五
二
年
に
江

南

の
地

で
成
立
し
た

『
祖
堂
集
』
と
は
、

い
つ
た

い
い
か
な
る
関
係
に
あ
る

の

で
あ

ろ
う
か
。

『
祖
堂
集
』
に
関
し

て
は
、

す

で
に
柳

田
聖
山
氏
に

よ

る
綿
密

な

る
研
究

の
成
果
が
存

す
る
の
で
今

は
論
じ
な

い
が
、
そ

の
巻
十

一
に
あ

つ
て

は

「
雲
門
和
尚
。

嗣
雲
峯
」

と
し

て
、
雲
門

の
語

を
収

録

し

て

い
る

の

で
あ

る
。

が
し
か

し
、
こ
こ
で
記
す
雲
門

の
語
が
、

現
行

の

「
広
録
」
に
収

さ
れ
て

い
る
そ
れ

と
は
、
大
分
相
違
し

て
い
る

こ
と
に
注

意
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

い

つ
た

い

『
祖
堂
集
』

の
撰
者
が
、

い
か
な
る
態
度

の
も

と
に
雲
門
の
語
の
採

録
を
な
し

た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、

た
だ
宗
演

に
よ
る

「
広
録
」

の
校
勘

が
、

当
時
大
き
く
展
開
し
て

い
つ
た
雲
門
宗
祖

と
し

て
の
雲
門

の
立
場
を
意
識
し
た

で
あ

ろ
う

と
推
測
さ
れ
る
に
比
し

て

『
祖
堂
集
』

の
据
え

た
雲
門
像

が
、

た
ん

に
雪
峰
派
下

の

一
禅
者
と
し
て
の
雲
門
像

に
近
似

し
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
ぬ

で
あ

ろ
う

か
。
事
実

『
祖
堂
集
』

に
収

さ
れ
る
雲
門

の
語

は
、
他

の
祖
師

の
そ

れ
と
比
し

た
場
合
、

特
に
多

い
と
は
言

え
ぬ
し
、

ま
た
そ
の
著
語
も
五
と
、
雪

峰
派

下
の
人

々
の
そ
れ
と
比
す
れ
ば
多

い
と

は

言

え

な

い
。

し
か

も

「
実

性

碑

」
で
は
、

後
雪
峰
遷

化
。
學
徒
乃
問
峰
。

佛
法
付
誰
。

峰

日
。
遇
松
優
庭
住
。

學
徒
莫

識
其
機
。

優
者
蓋
師
名
也
。

と
し
て
、
雪
峰

の
資
と
し
て
の
雲
門
を
強
調
す

る

の
で
あ

り
、
そ

れ

ら

が
逆

に
、
雪
峰
派

下
で
の
雲
門

へ
の
評
価

を
暗
示

し
て

い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

他

の
祖
師

の
語
に
対
す
る
著
語
も
五
と
、
祖
堂

集
で
著
語

を
な
す
人

々
の
そ
れ

と
比
す
れ
ば
多

い
と
は
言
え
な

い
。

そ
れ
が
逆

に
、
素
朴
な
形
で
の
雲
門
像
を
記

す
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
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さ
て

『
祖
堂
集
』
で
は
、
ま
ず
雲
門
の
略
伝
を
記
し
、
つ
い
で
そ
の
語
を
収

す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
問
答
商
量
八
・
上
堂
語

一
・
十
二
時
偶

・
宗
豚

類
を
記
し
て
い
る
。
上
堂
語

一
は

「広
録
」
の
記
載
と
重
複
す
る
が
、
問
答
商

量
の
う
ち
注
意
を
払
う
べ
き
も
の
を
列
挙
す
る
と
次
の
如
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

田

問
。
如
何
是
透
法
身
之
句
。
師
云
。
看
山
。
(廣
録
で
は
「
日
裏
看
山
」

と
す
る
)

図

問
。
什
歴
庭
來
。
封
云
。
西
天
來
。
師
云
。
作
什
磨
來
。
封
云
。
教
化

唐
土
衆
生
。
師
云
。
欺
我
唐
土
衆
生
。
却
問
大
衆
。
還
會
塵
。
封
云
。

不
會
。
師
打
桂
云
。
打
禰
箇
爾
重
敗
關
。
(師
良
久
。
僧
問
。
何
異
繹

迦
當
時
。
師
云
。
大
衆
立
久
。
快
禮
三
拝
)
(

)
 内
は
「傳
灯
録
」

で
も
記
さ
れ
る
。

図

問
。
如
何
是
繹
。
師
云
。
露
柱
呑
蝦
麻
。
(僧
云
。
如
何
學
唱
。
則
不

負
於
來
機
。
師
云
。
道
什
麿
。
僧
云
。
還
可
來
意
也
無
。
師
云
。
且
款

款
))
(

)
 内
は

「廣
録
」
で
も
記
さ
れ
る
。

凶

問
師
問
僧
。
訪
方
行
來
道
。
我
知
有
且
與
我
拮
二
千
大
千
世
界
。
向
眼

聴
上
著
。
學
人
鷹
諾
。
師
云
。
鑓
唐
去
國
爲
什
摩
三
千
里
。

以
上
の
四
の
問
答
に
つ
い
て
、
そ
の
一
一
を
詳
細
に
は
し
な
い
が
、
し
か
し

雲
門
の
語
録
の
時
代
的
な
変
遷
を
考
え
る
上
で
の
一
助
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

次
に
は

「十
二
時
偶
」
の
存
在
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。
半
夜
子
よ
り
人
定

亥
に
至
る
十
二
時
に
宗
旨
あ
る
い
は
坐
禅
の
用
心
を
説
く
も
の
は
、
歴
史
的
に

も
他
に
も
多
く
の
例
を
見
出
し
う
る
の
で
あ
る
か
ら
、
特
に
雲
門
独
自
の
も
の

で
あ
る
と
は
断
言
し
難
い
が
、
た
だ
こ
こ
で
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は

『
祖
堂
集
』

で
記
す

「
十
二
時
偶
」

と

「
広
録
」

で
記
す

「
十
二
時
歌
」

と
の

内
容

が
、
全
く
異
な

つ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

し
か
も

『祖
庭

事
苑
』

に
よ
る

雲
門

の
語
録

へ
の
註
釈

に
よ
る
限
り
、

睦
庵
善
卿

の
み

た

雲

門

の
語

録

に

は

「歌
」

が
収
録
さ
れ
て

い
た
と
思
わ
れ
る

の
で
あ
り
、

少
な
く
と
も
宗
演
校
勘

「広

録
」

の
時

点
に
は
、

す
で
に

「
歌
」

が
世

に
流

通
し
て

い
つ
た
こ
と
は
確

実

で
あ
る
。

い
つ
た

い
、
雲
門

に

「
偶
」
と

「
歌
」

の
二
種

の
も
の
が
最
初

か

ら
存

し
た

の
か
ど
う
か
、

ま
た

「
偶
」
が

『祖
堂
集
』

独
自

の
も
の
で
、
他

に

知

ら
れ
る
こ
と
が
な
か

つ
た
の
か

と
い
う
疑

問
が
生
じ
る

の
で
あ
る
。

し
か
し

例

え
ば
、
前

出

の
雷
岳

の

「
実
性
碑
」
で
は
、
雲
門

の
略
伝
を
記
す
う

ち
で
、

師
逐

入
閻
。

纏
登
象

骨
。
直
奮
鵬
程
。
因
造

雪
峯
會
。

三
禮
欲
施
。

雪
峯

乃
云
。

何
得
到
諸
麿
。
師

不
移
練
髪
。

重

印

全

機
。

錐

等

裁

流
。
還

同
戴

角
。

蘇

是
學
徒
千
蝕
。

凡
莫
聖
審
。

と
し
て

い
る

の
は
、

わ
ず
か
の
字
句

の
異

な
る

の
を
除

け

ば
、

『祖

堂
集
』

の
そ
れ
と
全
く

一
致
す
る

の
で
あ

る
。

つ
ま
り

「
実
性
碑
」

の
記
事
は

「祖
堂

集
」

の
そ
れ
を
全
く
引
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
か

ら
、

そ

の
意

昧

か

ら

す

れ

ば
、

雷
岳
を

は
じ
め
と
す
る
南
漢
朝

の
人

々
ー

雲
門

の
法
嗣
を
含
め
て
ー

に
は

「
祖
堂
集
」

の
記
事
を
み
る
機
会

に
恵
ま
れ
た
人
も
必
ず
や
あ

つ
た
に
相
違

な

い
。

こ
れ
ら

の
人

々
が

『祖

堂
集
』

の
記
す
雲
門
像
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い

つ
た
か
と

い
う
点
は
不
明

で
あ
る
が
、
し
か
し

「
偶
」

が

「
広
録
」

の
中
に
収

録
さ
れ
ぬ
点
、

あ
る

い
は
宗
豚
頗
を

は
じ
め
と
す
る

『
祖
堂
集
』

の
記
事
が
、

全
く
無
視
さ
れ

て
い
る
点
を
考
慮

す
る
な
ら
、

そ

れ
が
歓
迎
を
も

つ
て
む
か
え

ら
れ
た
と
は
言

い
難

い
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。

以
上
述

べ
き
た

つ
た
如
く
、
『
祖
堂
集
』

の
記
事

は

「
広
録
」
と
は
異

な
る
、

す
な

わ
ち
、

『
祖
堂
集
』

の
記
す
雲
門
像

は
、
「
広
録
」
に
比

し
て
、
よ
り
素
朴

な
形
を
と

つ
た
も

の
と
言
え
よ
う
。
以
上
簡
単

で
あ

る
が

『
祖
堂
集
』

の
雲
門

の
語

に
つ
い
て
考
え

て
み
た

の
で
あ

り
、
不
備

の
点

は
別

の
機

会

に
述

べ
た

い
。

雲
門
十
二
時
偶

に
関
す

る

一
考
察
 
(永

井
)
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